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花粉の授受は，植物が子孫を残す上で必要とするたくさんのステップのうち

の 1つに過ぎない。それにもかかわらず，生態学の一分野として「送粉生態学」

と認識されるほど数多くの研究が行われてきた。その理由に，生物種間の相互

作用を肉眼で容易に観察できるなどの研究材料としての優位性，農作物生産や

育種における実用的な意義を挙げることができるだろう。これらに加え，花が

わたしたちの生活の身近に存在していたこと，送粉を経て結実するということ

が誰にとっても馴染みのある現象であったことも大きいのではないだろうか。

わたしたちの生活を彩ってくれる花がどんな役割をもち，どのような歴史を経

て進化してきたのかは，多くの人の関心を惹くテーマだと思う。

一方で近年，環境問題から送粉に新しい光が当てられるようになった。現

在，人間活動による生態系やその機能への影響が，深刻な環境問題の 1つとし

て広く認識されている。生態系の機能には変化を把握しにくいものが多い中，

送粉は定量的評価が可能で，もっともデータが蓄積されているものの 1つとし

ても関心を集めるようになった。それでもなお，研究者が調査できる範囲とい

うのは，空間的にも調査項目としても非常に限られたもので，影響の全体を把

握するには極めて不十分である。

そこで本書では，研究者や研究者を目指す方に限らず多くの方々に興味をも

ってもらえるよう，送粉のごく基本的な調査法を紹介したいと考えた。送粉生

態学を一般の方々に向け紹介した本はいくつも出版されてきたが，方法論をま

とめたものはない。どんな人でも花や実を摘んだ経験はあるだろうし，チョウ

やミツバチも見たことがあるはずである。送粉生態学では，誰でも特別な道具

がなくてもいろいろなことを調べられる。これが本書の一番のメッセージであ

る。

本書は全 5章から構成されている。まず第 1章では，送粉生態学の歴史や研

究内容を概説した。第 2章では植物の繁殖の一番の特徴ともいえる自家和合性



と不和合性について，第 3 章では花粉の授受を媒介する送粉者の同定につい

て，第 4章では花粉の授受の量的な評価に関する調査法を説明した。生態学の

知識をもたない方にも調査の目的や意義を理解してもらえるよう，調査法につ

いて述べる前に生態学的な背景に言及した。実際の研究例としては，できるだ

け日本の植物を材料としたものを選んでいる。最後の人間活動と送粉の関係に

ついての第 5章は，いわば応用編で調査法の記述はない。しかし，本書で紹介

したような基本的な調査法の重要性は，このような課題においてこそ高い。大

学や研究機関の外でもこのような研究を促せたらと考え，他の章よりも多くの

ページを研究例に割いた。本書がそれらに続く研究の一助になることがあれ

ば，これほどうれしいことはない。

本書の出版にあたっては，多くの方々にお世話になった。「生態学フィール

ド調査法シリーズ」編集委員会の占部城太郎氏，日浦勉氏，�和希氏には，本

書を執筆する機会を与えていただき，また編集委員として 2回にわたって原稿

に目を通していただいた。共立出版株式会社の山内千尋氏には，忍耐強く励ま

していただき，編集の労をとっていただいた。井田崇氏，潮雅之氏，丑丸敦史

氏，長田穣氏，川北篤氏，西田佐知子氏には，原稿の内容や表現について有益

な助言をいただいた。金岡雅浩氏には写真を，杉野由佳氏には植物画を提供し

ていただいた。ここに，心よりお礼を申し上げる。
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